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一　

は
じ
め
に

　

郵
政
資
料
館
が
所
蔵
す
る
正
院
本
省
郵
便
決
議
簿
は
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
前

島
密
が
郵
便
創
業
を
建
議
し
た
時
か
ら
二
年
間
に
わ
た
る
、
郵
便
に
関
す
る
省
議
の
起

案
文
書
、
決
裁
文
書
類
を
ま
と
め
た
簿
冊
で
あ
る
。

　

郵
便
創
業
か
ら
百
四
十
年
を
経
過
し
た
今
日
に
お
い
て
も
、
郵
便
創
業
の
経
緯
が
詳

細
に
わ
か
る
の
は
、
こ
の
資
料
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

か
つ
て
、
中
村
日
出
男（
１
）が
、
調
査
報
告
書
『
郵
便
創
業
時
の
起
案
文
書　

正
院

本
省
郵
便
決
議
簿　

第
壱
号
』（
２
）に
お
い
て
、
そ
の
来
歴
と
主
な
文
書
の
内
容
に
つ
い

て
詳
し
い
解
説
を
行
っ
た
。
こ
の
報
告
書
に
は
、
解
説
と
と
も
に
決
議
簿
（
第
壱
号
）

の
影
印
と
逓
信
博
物
館
時
代
に
作
成
さ
れ
た
解
読
写
本
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
全

容
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、『
杉
浦
譲
全
集　

第
三
巻
』（
３
）に
も
、
杉
浦
譲（
４
）が
民
部
省
出
仕
の
後
駅
逓

司
に
在
勤
し
て
い
た
、
明
治
三
年
六
月
（
一
八
七
〇
年
六
月
）
か
ら
同
四
年
八
月

（
一
八
七
一
年
九
月
）
ま
で
の
分
が
翻
刻
収
録
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
第
壱
号
、
第
弐
号
を
通
し
て
の
完
全
な
翻
刻
や
精
緻
な
研
究
は
ま
だ
行
わ
れ

て
い
な
い
。

二　
「
正
院
本
省
郵
便
決
議
簿
」
の
概
要

　

郵
政
資
料
館
所
蔵
の
郵
便
決
議
簿
に
は
「
正
院
本
省
郵
便
決
議
簿　

第
壱
号　

明
治

三
年
」「
正
院
本
省
郵
便
決
議
簿　

第
弐
号　

明
治
四
年
」
の
二
冊
が
あ
り
、
第
壱
号

に
は
前
島
密
が
起
案
し
た
郵
便
創
業
の
起
案
文
書
を
筆
頭
に
二
十
五
件
、
第
弐
号
に
は

郵
便
取
扱
開
始
準
備
の
た
め
の
官
員
巡
回
の
文
書
を
筆
頭
に
九
十
三
件
の
文
書
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
郵
便
決
議
簿
」
は
、
郵
便
に
関
す
る
省
議
の
う
ち
決
裁
さ
れ
た
も
の

を
綴
じ
こ
ん
だ
簿
冊
と
考
え
ら
れ
る
。
駅
逓
明
鑑（
５
）の
引
用
文
献
を
み
る
と
、
郵
便

以
外
に
も
庶
務
、
会
計
、
建
築
な
ど
各
種
の
決
議
簿
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

当
時
の
簿
冊
で
現
存
し
て
い
る
の
は
当
館
が
所
蔵
す
る
こ
の
二
冊
の
み
で
あ
る
。

　

こ
の
二
冊
の
書
誌
情
報
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

正
院
本
省
郵
便
決
議
簿　

第
壱
号　

明
治
三
年

　
　
〔
表 

題
〕

明
治
三
年　

正
院
本
省
郵
便
決
議
簿　

駅
逓
寮　

□
□
課

　
　
〔
寸 

法
〕

縦
二
五
・
五
セ
ン
チ
、
横
十
六
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
三
セ
ン
チ

郵
政
資
料
館
所
蔵
「
正
院
本
省
郵
便
決
議
簿
」

 

　

井
上　

卓
朗　
　
　

 

資
料
紹
介
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〔
表 

紙
ラ
ベ
ル
〕

公
第
七
四
号
一
四
二

　
　
〔
背 
ラ
ベ
ル
〕

第
一
号
決
議

　
　
〔
裏 

表
紙
ラ
ベ
ル

　
　
　
　

□
雑
ノ
部　

五
九

　
　
〔
罫 

紙
〕

内
務
省
十
行
罫
紙
に
筆
写
。
図
は
無
罫
紙
に
画
か
れ
る
。

正
院
本
省
郵
便
決
議
簿　

第
弐
号　

明
治
四
年

　
　
〔
表 

題
〕

自
明
治
四
年
正
月
至
十
二
月　

正
院
本
省
郵
便
決
議
簿　

駅
逓
寮　

郵
便
課

　
　
〔
寸 

法
〕

縦
二
五
・
六
セ
ン
チ
、
横
十
八
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
四
セ
ン
チ

　
　
〔
表 

紙
ラ
ベ
ル
〕

　
　
　
　

公
第
七
四
号
一
四
三

　
　
　
　

□
□
□
□　

六
十

　
　
〔
背 

ラ
ベ
ル
〕

第
二
号
決
議

　
　
〔
罫 

紙
〕

内
務
省
十
行
罫
紙
、
内
務
省
十
三
行
罫
紙
、
大
蔵
省
八
行
罫
紙
、
福
井
県
八

行
罫
紙
を
取
り
混
ぜ
編
綴
。
図
は
無
罫
紙
に
画
か
れ
る
。

　
　
〔
特 

記
事
項
〕

　

佐
屋
路
道
替
（
新
東
海
道
）
実
施（
６
）の
際
提
出
さ
れ
た
郵
便
脚
夫
賃
銭
書

上
帳（
熱
田
駅
）、郵
便
船
賃
銭
御
請
書（
桑
名
駅
）、郵
便
脚
夫
賃
銭
御
請
書
・

脚
夫
御
受
書
・
五
里
已
内
配
達
村
々
調
帳
（
前
ヶ
須
）、
五
里
以
内
配
達
村
々

書
上
帳
（
福
田
）
に
つ
い
て
は
、
捺
印
が
実
物
で
あ
る
た
め
、
筆
写
で
は
な

く
原
本
が
綴
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

新
東
海
道
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
か
ら
一
般
通
行
を
開
始
し
た
が
、

郵
便
は
一
年
先
行
し
て
こ
の
ル
ー
ト
を
使
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
福
井
県（
７
）罫
紙
に
よ
る
仮
郵
便
取
開
伺
い
の
仮
規
則
７
に
つ
い
て

も
原
本
と
考
え
ら
れ
る
。

三　
「
正
院
本
省
郵
便
決
議
簿
」
の
制
作
年
代

　

こ
の
決
議
簿
に
は
制
作
年
の
記
載
が
な
い
た
め
、
そ
の
年
代
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
正
院
」
と
は
、
明
治
四
年
七
月
十
四
日
（
一
八
七
一
年
八
月

二
十
九
日
）
の
廃
藩
置
県
後
「
左
院
」「
右
院
」
と
共
に
設
置
さ
れ
た
太
政
官
職
制
の

最
高
機
関
で
あ
る
。
正
院
は
政
務
を
行
う
従
来
の
太
政
官
に
相
当
し
、
太
政
大
臣
、
納

言
（
八
月
、
左
大
臣
、
右
大
臣
に
代
わ
る
）、
参
議
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
下
に
各
省
が

設
け
ら
れ
て
い
た（
９
）。

　

そ
の
下
の
「
本
省
駅
逓
寮
郵
便
課
」
は
、
駅
逓
寮
が
所
属
し
て
い
た
省
と
そ
の
所
属

部
局
、
部
署
を
示
し
て
い
る
。

　

駅
逓
寮
の
前
身
で
あ
る
駅
逓
司
は
、
当
初
民
部
省
に
所
属
し
て
い
た
が
、
明
治
四
年

七
月
二
十
七
日
（
一
八
七
一
年
九
月
十
一
日
）
か
ら
大
蔵
省
の
所
属
と
な
り
、
同
年
八

月
駅
逓
寮
に
昇
格
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
一
月
か
ら
内
務
省
の
所
属
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
駅
逓
寮
は
、
正
院
が
廃
止
さ
れ
太
政
官
内
閣
制
が
成
立
し
た
明
治
十
年

（
一
八
七
七
）
一
月（
10
）
に
駅
逓
局
と
改
称
さ
れ（
11
）、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）

四
月
か
ら
農
商
務
省
に
所
属
し
て
い
る
。

　

郵
便
課
は
、
明
治
五
年
四
月
（
一
八
七
二
年
五
月
）
管
船
課
な
ど
と
と
も
に
設

置（
11
）さ
れ
た
が
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
一
月
に
は
郵
便
規
画
課
、
郵
便
調
整
課

な
ど
五
課
に
分
課（
13
）さ
れ
、
郵
便
課
の
名
称
は
廃
止
さ
れ
た
。

　

そ
の
た
め
、
決
議
簿
の
タ
イ
ト
ル
の
本
省
と
は
大
蔵
省
で
あ
り
、
本
書
は
駅
逓
寮
郵

便
課
が
同
省
に
所
属
し
て
い
た
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
末
ま
で
に
ま
と
め
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
現
存
す
る
決
議
簿
は
、
主
に
内
務
省
の
公
用
箋
に
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、

そ
の
内
容
の
大
半
は
、
内
務
省
に
所
属
し
た
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
以
降
に
筆
写
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

明
治
三
年
九
月
一
七
日
（
一
八
七
〇
年
十
月
十
一
日
）
の
切
手
製
造
に
関
す
る
項
に

は
、
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（
朱
書
）

　
「
此
日
段
ハ
正
院
へ
問
合
セ
之
ヲ
知
レ
リ
、
九
年
十
二
月
十
九
日
ナ
リ
」

　

と
の
記
載
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
明
治
九
年
十
二
月
十
九
日
に
、
切
手
製
造
の
太
政

官
決
議
の
日
付
を
正
院
へ
問
い
合
わ
せ
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
」と
い
う
内
容
で
あ
り
、

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
の
段
階
で
、
決
議
簿
の
内
容
を
修
正
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
同
年
十
一
月
二
十
日
（
一
八
七
一
年
一
月
十
日
）
の
郵
便
時
間
表
校
正
彫
刻

に
関
す
る
項
に
は

（
朱
書
）

　

本
文
加
除
折
衷
別
紙
之
通
ト
ア
レ
共
別
紙
ハ
此
ニ
纒
込
無
之
ニ
付
其
儘
ニ
略
ス
、
後

ノ
見
ル
者
ヲ
シ
テ
疑
ヲ
解
ク
為
ニ
之
レ
ニ
記
ス

　
　

明
治
六
年
九
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
崎

　

と
い
う
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
注
記
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
筆
写
の
際
、
郵
便
決

議
簿
の
原
本
に
別
紙
が
無
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
は
内
務

省
が
設
置
さ
れ
る
前
で
あ
る
た
め
、
こ
の
注
記
自
体
も
筆
写
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
第
弐
号
に
関
し
て
は
、
明
治
七
年
以
降
の
筆
写

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
述
の
佐
屋
路
道
替
（
新
東
海
道
）
実
施
の
際
に
提
出
さ
れ
た
郵

便
脚
夫
賃
銭
書
上
帳
や
、
福
井
県
罫
紙
に
よ
る
仮
郵
便
取
開
伺
い
の
仮
規
則
等
、
原
本

と
思
わ
れ
る
資
料
が
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
意
味
深
い
。

四　

失
わ
れ
た
各
種
決
議
簿

　

前
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に
「
駅
逓
明
鑑
」
に
は
決
議
文
書
の
出
典
と
し
て
、
各
種
の

決
議
簿
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
は
、
第
壱
号
（
明
治
三
年
）、
第
弐
号
（
明
治
四
年
）、
第
参
号
（
明
治
五
年
）、

第
四
号
（
明
治
五
年
）、
第
五
号
（
明
治
五
年
）
の
引
用
が
あ
り
、「
正
院
本
省
郵
便
決

議
簿
」
は
少
な
く
と
も
第
五
号
ま
で
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
以
降
の
引
用
に
は
「
本
寮
郵
便
決
議
簿
」
な
ど
の

名
称
が
、「
正
院
本
省
郵
便
決
議
簿
」
と
並
列
的
に
出
て
く
る
。
こ
れ
は
、
複
数
の
郵

便
決
議
簿
が
存
在
し
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

　

郵
便
以
外
に
は
、
正
院
本
省
決
議
簿
庶
務
第
壱
号
〜
拾
参
号
、
正
院
本
省
決
議
簿
会

計
課
第
壱
号
、
正
院
本
省
調
度
決
議
簿
庶
務
第
壱
号
、
正
院
本
省
決
議
簿
規
画
課
第
壱

号
、
正
院
本
省
建
築
決
議
簿
庶
務
第
壱
号
、
正
院
本
省
建
築
決
議
簿
会
計
課
第
壱
号
の

引
用
が
あ
り
、
本
省
内
の
各
部
局
の
決
議
簿
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
農
商
務
省
駅
逓
局
が
発
行
し
た
「
駅
逓
局
類

聚
摘
要
録
」
に
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
か
ら
十
五
年
迄
の
各
種
決
議
簿
か
ら
の

引
用
が
見
ら
れ
る
。
郵
便
に
関
し
て
は
「
正
院
本
省
調
整
決
議
簿
」
か
ら
引
用
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
調
整
と
い
う
名
称
は
、
前
節
で
述
べ
た
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
一
月
に

分
課
さ
れ
た
郵
便
調
整
課
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
外
国
郵
便
に
つ
い
て
は
「
本

省
外
国
郵
便
決
議
簿
」、
飛
信
逓
送
の
関
係
は
「
正
院
本
省
飛
信
逓
送
決
議
簿
」
か
ら

の
引
用
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
決
議
簿
の
中
で
、
現
存
し
て
い
る
の
は
「
正
院
本
省
郵
便
決
議
簿
」
の
第

壱
号
、
第
弐
号
の
み
で
あ
る
と
前
述
し
た
が
、
実
は
、
こ
の
ほ
か
に
「
駅
逓
寮
（
本
寮
）

調
整
決
議
簿
第
壱
号
（
明
治
六
年
）」
が
現
存
し
て
い
る
。
記
載
さ
れ
た
内
容
は
、
残

念
な
が
ら
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
三
ヶ
月
間
の
み
で
あ
る
。

件
数
は
七
十
三
件
の
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

決
議
簿
に
限
ら
ず
、
明
治
期
の
本
省
決
議
文
書
の
原
本
が
ほ
と
ん
ど
消
失
し
た
原
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
逓
信
省
庁
舎
の
罹
災
で
あ
る
。

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
二
）、
関
東
地
方
に
発
生
し
た
大
地
震
に
よ
り
、
東
洋
一
の

建
物
と
称
さ
れ
た
逓
信
省
庁
舎
は
全
壊
し
、
本
省
内
に
保
存
さ
れ
て
い
た
文
書
類
は
す

べ
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

郵
政
資
料
館
の
前
身
で
あ
る
逓
信
博
物
館
は
、
当
初
こ
の
建
物
内
に
設
置
さ
れ
て
い

た
が
、
前
年
の
大
正
十
一
年
（
一
九
二
一
）
に
飯
田
橋
へ
移
転
し
て
い
た
た
め
、
難
を

逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る（
14
）。

五　
「
正
院
本
省
郵
便
決
議
簿
」
に
収
録
さ
れ
た
文
書

　

第
二
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
第
壱
号
に
は
二
十
五
件
、
第
弐
号
に
は
九
十
三
件
の
文

書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

第
壱
号
は
、
郵
便
創
業
の
建
議
に
関
連
す
る
文
書
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。

　

第
弐
号
は
、
第
壱
号
と
く
ら
べ
て
文
書
量
が
約
四
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
郵
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便
創
業
前
後
の
諸
準
備
や
対
策
、
創
業
後
の
大
阪
以
西
・
以
南
、
長
崎
ま
で
の
延
伸
等

に
伴
っ
て
、
業
務
が
増
加
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

文
書
量
の
増
加
傾
向
は
そ
の
後
も
続
い
て
お
り
、
前
節
で
紹
介
し
た
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
の
郵
便
決
議
簿
は
、
第
参
号
、
第
四
号
、
第
五
号
の
三
分
冊
に
な
っ
て

い
る
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
調
整
決
議
簿
が
三
ヶ
月
間
で
七
十
三
件
と
な
っ
て

い
る
の
も
同
様
の
傾
向
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

各
号
の
文
書
の
内
容
を
目
次
に
よ
り
紹
介
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
正
院
本
省

郵
便
決
議
簿
壱
号
目
次　

明
治
三
年
」

　
　
　
　
　

○
六
月

第　
　

壱　

 

東
京
ゟ
西
京
大
阪
之
間
毎
日
郵
便
御
発
行
相
成
度
云
々
仕
法
書
取
調
伺

　
　
　
　
　

○
七
月

　
　
　
　
　

○
八
月

第　
　

弐　

 

東
西
両
京
并
大
阪
間
郵
便
新
式
法
取
建
可
相
成
ニ
付
本
司
山
内
大
佑
外
三

人
巡
回
ニ
付
取
扱
振
諸
件
伺
并
府
藩
県
江
達
し
按
及
ひ
陸
運
会
社
取
建
説

諭
振
共

　
　
　
　
　

○
九
月

第　
　

三　

郵
便
時
間
表
摺
立
枚
数
之
義
ニ
付
大
蔵
省
ゟ
掛
合
并
回
答

第　
　

四　

 

郵
便
法
御
開
ニ
付
三
都
役
所
諸
規
則
并
書
状
切
手
売
下
金
取
扱
振
人
足
賃

銭
渡
し
方
共
取
調
伺

　
　
　
　
　

○
十
月

第　
　

五　

郵
便
賃
銭
切
手
製
造
方
之
義
ニ
付
大
蔵
省
江
掛
合
并
回
答

第　
　

六　

郵
便
器
械
并
役
所
向
模
様
替
之
義
ニ
付
大
蔵
省
江
掛
合

第　
　

七　

郵
便
役
所
内
土
蔵
営
繕
之
義
ニ
付
大
蔵
省
江
掛
合

第　
　

八　

 

大
阪
出
張
吉
井
権
大
丞
ゟ
信
書
郵
便
御
取
開
ニ
付
京
阪
定
飛
脚
屋
共
よ
り

歎
願
差
出
候
義
ニ
付
云
々
掛
合
并
ニ
回
答

　
　
　
　
　

○
閏
十
月

第　
　

九　

 

用
度
司
ゟ
役
所
営
繕
取
掛
前
ニ
而
置
場
差
支
ニ
付
兼
而
注
文
之
郵
便
諸
器

械
自
今
者
大
蔵
省
出
張
江
向
ヶ
引
渡
云
々
掛
合

　
　
　
　
　

○
十
一
月

第　
　

十　

 

通
商
司
ゟ
四
日
市
元
魚
会
所
納
屋
壱
ケ
所
百
拾
坪
余
建
家
土
蔵
と
も
引
渡

之
義
掛
合

第　

十
一　

郵
便
法
御
取
開
ニ
付
継
場
駅
々
飛
行
人
足
定
員
之
義
ニ
付
云
々
伺

第　

十
弐　

 

東
京
府
ゟ
府
下
飛
脚
問
屋
よ
り
生
業
之
義
ニ
付
歎
願
云
々
掛
合
并
回
答

第　

十
三　

郵
便
役
所
用
諸
品
受
取
方
之
義
ニ
付
云
々
大
蔵
省
江
掛
合

第　

十
四　

東
京
府
江
郵
便
書
状
集
箱
置
場
之
義
ニ
付
掛
合
按

第　

十
五　

郵
便
時
間
表
校
正
彫
刻
之
義
ニ
付
大
蔵
省
江
掛
合

第　

十
六　

 

真
中
権
少
佑
義
東
海
道
并
京
坂
郵
便
役
所
諸
規
則
取
調
と
し
て
差
遣
ニ
付

而
者
新
式
之
義
ニ
付
大
少
令
史
之
内
壱
人
付
添
外
云
々
伺

第　

十
七　

 

信
書
官
便
御
取
開
ニ
付
四
日
市
郵
便
役
所
義
書
状
集
箱
置
場
へ
目
印
建
方

之
義
ニ
付
大
蔵
省
へ
掛
合

第　

十
八　

郵
便
役
所
建
増
之
義
ニ
付
大
蔵
省
江
掛
合

第　

十
九　

 

郵
便
御
取
開
ニ
付
東
海
道
駅
々
江
書
状
集
メ
箱
并
其
他
器
械
之
義
ニ
付
伺

并
小
田
原
藩
外
藩
県
江
御
達

　
　
　
　
　

○
十
二
月

第　

弐
十　

両
京
并
大
坂
間
郵
便
御
発
行
之
義
ニ
付
御
布
告
按
添
伺

第
弐
十
一　

郵
便
賃
銭
切
手
製
造
之
義
ニ
付
大
蔵
省
江
掛
合

第
弐
十
弐　

 

郵
便
御
開
ニ
付
検
査
済
并
賃
銭
切
手
済
黒
印
彫
刻
方
之
義
大
蔵
省
江
掛
合

第
弐
十
三　

郵
便
役
所
仕
足
し
営
繕
之
義
ニ
付
大
蔵
省
江
掛
合

第
弐
十
四　

東
京
府
下
郵
便
賃
銭
切
手
売
捌
所
標
札
製
造
方
大
蔵
省
江
掛
合

第
弐
十
五　

 

四
日
市
郵
便
役
所
営
繕
出
来
ニ
付
渡
方
之
義
営
繕
司
よ
り
掛
合
致
付
属
弐

人
輪
番
を
以
為
相
詰
云
々
伺

「
正
院
本
省

郵
便
決
議
簿
第
弐
号
目
次　

明
治
四
年
」

　
　
　
　
　

○
正
月

第　
　

一　

 

郵
便
御
取
開
之
た
め
東
海
道
品
川
よ
り
守
口
ま
て
官
員
巡
廻
ニ
付
地
方
官

江
達
し

第　
　

二　

郵
便
刻
付
箋
摺
立
方
之
義
大
蔵
省
江
掛
合

第　
　

三　

東
京
府
よ
り
郵
便
切
手
売
下
ケ
所
取
調
書
御
一
覧

第　
　

四　

江
勢
両
国
駅
逓
掛
よ
り
郵
便
之
義
ニ
付
云
々
伺
并
御
指
令
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第　
　

五　

郵
便
時
間
表
摺
立
方
之
義
大
蔵
省
江
掛
合

第　
　

六　

郵
便
切
手
売
捌
高
取
調
表
彫
刻
方
之
義
大
蔵
省
江
掛
合

第　
　

七　

東
京
府
よ
り
切
手
売
捌
人
江
時
間
表
御
渡
方
外
件
々
伺
并
御
指
令

第　
　

八　

郵
便
器
械
製
造
方
大
蔵
省
江
掛
合

第　
　

九　

郵
便
切
手
摺
立
方
大
蔵
省
江
掛
合

第　
　

十　

 

東
京
府
よ
り
郵
便
書
状
箱
見
守
番
之
者
江
切
手
売
捌
を
も
為
取
扱
候
云
々

届
御
一
覧
物

第　

十
一　

京
坂
出
張
所
よ
り
五
嶋
少
佑
巡
廻
外
件
々
報
知
一
覧
物

　
　
　
　
　

○
二
月

第　

十
二　

 

四
日
市
郵
便
役
所
及
書
状
集
箱
置
場
拾
弐
ケ
所
江
目
印
旗
取
建
方
之
義
ニ

付
伺

第　

十
三　

郵
便
御
発
行
前
ニ
付
官
員
一
同
四
日
市
郵
便
役
所
相
詰
度
云
々
伺

第　

十
四　

 

郵
便
御
発
行
ニ
付
東
海
道
駅
々
近
傍
村
名
、
里
程
等
取
調
書
上
梓
之
義
ニ

付
大
蔵
省
江
掛
合

第　

十
五　

郵
便
書
状
集
箱
之
義
ニ
付
大
蔵
省
江
掛
合

第　

十
六　

郵
便
役
所
内
造
作
模
様
替
之
義
ニ
付
大
蔵
省
江
掛
合

第　

十
七　

郵
便
役
所
小
遣
兼
門
番
并
書
状
集
メ
配
達
人
抱
入
之
義
伺

第　

十
八　

郵
便
切
手
発
行
前
各
局
ニ
お
ゐ
て
買
上
ヶ
方
之
義
辨
官
江
伺

第　

十
九　

郵
便
切
手
払
下
ヶ
方
之
義
辨
官
江
伺

第　

二
十　

郵
便
時
間
賃
銭
表
東
京
府
下
張
出
之
義
ニ
付
上
申

第
二
十
一　

郵
便
役
所
表
門
前
床
店
引
払
申
付
候
ニ
付
御
手
当
金
被
下
方
伺

第
二
十
二　

府
下
郵
便
書
状
集
函
見
守
人
よ
り
請
書

第
二
十
三　

郵
便
役
所
小
遣
兼
門
番
并
書
状
集
メ
配
達
人
よ
り
請
書

第
二
十
四　

郵
便
書
状
川
崎
宿
ま
て
持
出
し
脚
夫
賃
下
渡
し
伺

第
二
十
五　

郵
便
御
発
行
之
義
ニ
付
辨
官
江
御
達
し

第
二
十
六　

駅
逓
司
定
式
掛
郵
便
役
所
合
併
之
義
ニ
付
辨
官
江
何

第
二
十
七　

郵
便
御
発
行
之
義
ニ
付
東
海
道
江
達
し

　
　
　
　
　

○
三
月

第
二
十
八　

郵
便
集
配
人
泊
番
夜
具
御
渡
方
之
義
大
蔵
省
江
掛
合

第
二
十
九　

西
京
江
四
九
ノ
日
差
立
ノ
御
用
便
来
三
月
よ
り
廃
止
之
義
辨
官
達
し

第　

三
十　

郵
便
御
発
行
ニ
付
出
発
時
間
表
御
一
覧
物

第
三
十
一　

郵
便
を
以
て
御
用
物
差
立
方
之
義
ニ
付
辨
官
江
伺

　
　
　
　
　

○
四
月

第
三
十
二　

郵
便
役
所
并
函
場
江
差
出
候
旗
章
製
造
方
大
蔵
省
江
掛
合

第
三
十
三　

郵
便
役
所
焚
炭
之
義
ニ
付
大
蔵
省
江
掛
合

　
　
　
　
　

○
五
月

第
三
十
四　

川
崎
宿
よ
り
郵
便
脚
夫
八
ツ
山
下
ニ
お
ゐ
て
盗
難
云
々
届
出

第
三
十
五　

水
口
藩
よ
り
切
手
売
捌
代
上
納
途
中
盗
難
云
々
届

　
　
　
　
　

○
六
月

第
三
十
六　

静
岡
藩
よ
り
同
前
之
義
水
口
藩
往
復
書
類
添
云
々
届

第
三
十
七　

郵
便
切
手
売
捌
代
金
外
書
類
根
局
送
致
方
之
義
云
々
駅
々
江
達
し

第
三
十
八　

 

神
奈
川
駅
郷
方
取
締
小
机
村
浅
田
金
七
、
横
浜
弁
天
通
三
町
目
山
室
亀
吉

両
人
江
郵
便
取
扱
方
被
命
度
云
々
伺

第
三
十
九　

 

横
浜
表
郵
便
役
所
御
取
設
可
相
成
ニ
付
仮
役
所
造
作
并
諸
器
械
製
造
方
大

蔵
省
江
掛
合

　
　
　
　
　

○
七
月

第　

四
十　

横
浜
港
江
郵
便
役
所
設
置
更
ニ
早
達
之
郵
便
御
取
開
之
義
民
部
省
布
達

第
四
十
一　

 

横
浜
表
郵
便
役
所
御
取
開
相
成
駅
逓
司
官
員
出
張
可
致
ニ
付
諸
事
可
打
合

云
々
神
奈
川
県
江
達
し

第
四
十
二　

同
郵
便
役
所
江
地
方
官
員
出
張
之
義
ニ
付
辨
官
江
伺

第
四
十
三　

 

東
京
、
横
浜
間
至
急
便
御
開
ニ
付
脚
夫
之
者
途
中
発
病
或
者
足
痛
之
節
代

人
足
差
立
方
之
義
神
奈
川
、
品
川
両
県
江
達
し

第
四
十
四　

郵
便
出
納
精
算
表
御
一
覧
物

第
四
十
五　

東
京
、
横
浜
間
汽
車
運
転
ニ
付
云
々
大
蔵
、
工
部
両
省
御
達
接

　
　
　
　
　

○
八
月

第
四
十
六　

熱
田
駅
々
逓
掛
よ
り
同
所
池
立
間
ニ
お
ゐ
て
郵
便
物
賊
難
届

第
四
十
七　

郵
便
律
取
建
方
正
院
伺

第
四
十
八　

大
坂
以
南
之
向
者
月
五
六
回
宛
幸
便
を
以
て
差
立
方
本
司
達
し
賃
銭
表
共

第
四
十
九　

東
京
、
横
浜
之
間
往
復
書
状
幸
便
差
立
方
之
義
大
蔵
省
布
達

第　

五
十　

 
函
館
、
新
潟
、
長
崎
、
神
戸
之
四
港
ニ
郵
便
法
方
御
取
開
ニ
付
本
寮
官
員
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諸
道
へ
巡
廻
及
ひ
沿
道
蛮
榮
之
地
江
郵
便
取
設
方
取
調
可
申
出
旨
大
蔵
省

布
達

　
　
　
　
　

○
九
月

第
五
十
一　

熱
田
駅
郵
便
脚
夫
切
害
被
致
候
付
而
者
厳
重
探
索
方
司
法
省
江
掛
合

第
五
十
二　

 

桑
名
駅
々
逓
掛
よ
り
郵
便
脚
夫
殺
害
之
義
ニ
付
届
并
沿
道
府
県
江
達
し
方

正
院
伺

第
五
十
三　

熱
田
駅
郵
便
脚
夫
被
切
害
候
も
の
ヽ
父
母
妻
子
等
所
置
方
之
義
ニ
付
伺

第
五
十
四　

 

東
京
府
よ
り
切
手
売
捌
人
奥
田
平
兵
衛
新
吉
原
町
よ
り
出
火
之
節
類
焼
郵

便
諸
器
械
焼
失
之
義
ニ
付
云
々
伺
出
候
ニ
付
所
置
方
司
法
省
江
掛
合
之
上

東
京
府
江
指
令

第
五
十
五　

郵
便
切
手
賊
難
之
義
ニ
付
京
都
府
よ
り
伺
并
御
指
令

第
五
十
六　

同
前
之
捕
縛
相
成
候
云
々
同
府
よ
り
届

第
五
十
七　

 

名
古
屋
県
よ
り
尾
勢
州
間
ニ
お
ゐ
て
脚
夫
を
殺
害
致
し
候
賊
相
成
候
云
々

届

第
五
十
八　

 

熱
田
桑
名
両
駅
郵
便
脚
夫
殺
害
被
致
候
者
江
金
拾
両
宛
被
下
候
云
々
名
古

屋
桑
名
両
県
江
達
し

第
五
十
九　

名
古
屋
県
よ
り
郵
便
脚
夫
殺
害
致
し
候
黨
類
捕
縛
之
義
ニ
付
届

第　

六
十　

堺
芝
村
両
県
よ
り
郵
便
物
途
中
賊
難
之
節
紛
失
物
届

第
六
十
一　

 

佐
屋
路
道
換
ニ
付
差
向
き
郵
便
道
を
右
ニ
取
極
候
云
々
名
古
屋
桑
名
両
県

并
一
般
御
布
達

　
　
　
　
　

○
十
月

第
六
十
二　

名
古
屋
県
よ
り
郵
便
脚
夫
切
害
致
し
候
賊
徒
於
大
阪
悉
皆
捕
縛
届

第
六
十
三　

大
阪
府
よ
り
同
前
囚
人
名
古
屋
県
江
引
渡
候
云
々
届

第
六
十
四　

横
浜
英
米
佛
郵
便
函
借
請
料
下
渡
し
候
云
々
伺

第
六
十
五　

全
国
地
名
字
引
輯
纂
方
伺

第
六
十
六　

郵
便
為
取
開
長
崎
ま
て
沿
道
各
所
江
官
員
派
出
之
義
ニ
付
伺

第
六
十
七　

同
断
県
々
御
達
方
伺

第
六
十
八　

郵
便
取
扱
向
陸
運
会
社
江
申
付
候
義
ニ
付
伺

第
六
十
九　

郵
便
概
算
并
規
則
相
定
候
義
ニ
付
伺

　
　
　
　
　

○
十
一
月

第　

七
十　

長
崎
表
ま
て
郵
便
御
取
開
可
相
成
ニ
付
規
則
書
取
調
御
布
告
按
正
院
伺

第
七
十
一　

同
断
ニ
付
沿
道
府
県
江
御
達
し

第
七
十
二　

同
断
ニ
付
件
々
伺

第
七
十
三　

東
京
外
三
ヶ
所
電
信
局
郵
便
役
所
兼
用
之
義
ニ
付
伺　

廻
議
貮
図
合
併

第
七
十
四　

日
誌
新
聞
書
籍
見
本
類
賃
銭
改
正
之
義
正
院
伺

第
七
十
五　

 

東
京
よ
り
長
崎
ま
て
郵
便
御
開
ニ
付
沿
道
府
県
并
太
政
官
日
誌
御
掲
載
之

義
ニ
付
伺

第
七
十
六　

工
部
省
よ
り
電
信
機
使
用
并
郵
便
役
所
電
信
局
兼
用
之
義
ニ
付
往
復

第
七
十
七　

郵
船
之
義
ニ
付
正
院
伺

第
七
十
八　

郵
便
時
間
改
正
之
義
伺

第
七
十
九　

横
須
賀
浦
賀
其
他
近
傍
市
在
江
郵
便
御
開
之
義
ニ
付
伺

第　

八
十　

横
須
賀
往
復
之
汽
船
江
行
李
運
送
為
致
候
義
ニ
付
伺

第
八
十
一　

福
井
県
下
郵
便
取
開
之
義
ニ
付
伺

　
　
　
　
　

○
十
二
月

第
八
十
二　

横
須
賀
其
他
江
郵
便
御
開
之
義
ニ
付
伺

第
八
十
三　

同
前
之
義
ニ
付
同
地
往
復
汽
船
江
行
李
運
送
之
義
云
々
正
院
伺

第
八
十
四　

 

福
井
県
よ
り
管
下
郵
便
御
開
ニ
付
最
寄
県
々
江
御
達
之
義
御
指
令
并
御
達

し

第
八
十
五　

 

東
京
長
崎
間
郵
便
御
開
之
義
外
国
新
聞
翻
譯
書
記
録
寮
よ
り
差
廻
ニ
付
一

覧
物

第
八
十
六　

 

駅
逓
頭
大
坂
出
張
之
所
郵
便
御
開
之
都
合
未
タ
行
届
さ
る
場
合
有
之
ニ
付

巡
廻
せ
し
め
度
云
々
伺

第
八
十
七　

 

武
州
金
澤
横
須
賀
浦
賀
枩
輪
三
崎
等
江
郵
便
御
開
相
成
ニ
付
取
扱
所
外
方

法
為
取
調
村
上
権
少
属
巡
廻
之
義
伺
并
神
奈
川
県
江
御
達

第
八
十
八　

御
用
状
表
書
認
方
之
義
ニ
付
御
布
告
按
正
院
伺

第
八
十
九　

根
立
中
属
戒
能
好
幸
九
州
四
国
路
江
巡
廻
ニ
付
云
々
県
々
江
達
し

第　

九
十　

大
和
河
内
和
泉
紀
伊
江
当
十
二
月
よ
り
郵
便
取
開
云
々
正
院
江
御
届

第
九
十
一　

西
京
大
阪
神
戸
兵
庫
堺
大
津
等
郵
便
回
類
之
義
正
院
江
御
届

第
九
十
二　

駅
逓
頭
大
坂
出
張
先
よ
り
書
状
目
方
之
義
ニ
付
云
々
申
越
候
ニ
付
伺

第
九
十
三　

郵
便
取
扱
所
之
者
当
寮
附
属
之
名
目
被
下
度
義
ニ
付
伺
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六　
「
正
院
本
省
郵
便
決
議
簿
」
の
翻
刻
と
調
査

　

郵
政
資
料
館
で
は
、
創
業
期
郵
便
資
料
の
基
礎
的
調
査
の
一
環
と
し
て
、
再
度
こ
の

決
議
簿
の
翻
刻
を
行
う
こ
と
と
し
、
昨
年
、
田
原
啓
祐（
15
）
が
第
壱
号
の
完
全
な
翻

刻（
16
）を
行
っ
た
。
引
き
続
き
、
本
年
は
第
弐
号
の
翻
刻
を
行
い
、
最
終
的
に
は
調
査

研
究
報
告
書
と
し
て
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
「
正
院
本
省
郵
便
決
議
簿
」

の
全
容
が
初
め
て
解
き
明
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

注（
１
）　 

元
郵
政
研
究
所
附
属
資
料
館
主
任
学
芸
官

（
２
）　 

研
究
調
査
報
告
書『
郵
便
創
業
時
の
起
案
文
書　

正
院
本
省
郵
便
決
議
簿　

第
壱
号
』（
郵

政
省
郵
政
研
究
所
附
属
資
料
館
、
一
九
九
一
）

（
３
）　
『
杉
浦
譲
全
集　

第
三
巻
』（
杉
浦
譲
全
集
刊
行
会
、
一
九
七
八
）

（
４
）　 

杉
浦
譲　

一
八
三
五
〜
一
八
七
七　

旧
幕
臣
（
外
国
奉
行
支
配
組
頭
）、
文
久
元
年
、
文

久
三
年
渡
欧
、
維
新
後
、
前
島
と
と
も
に
民
部
省
改
正
掛
に
勤
務
、
駅
逓
権
正
在
職

五
十
日
足
ら
ず
で
渡
英
し
た
前
島
密
の
後
任
と
し
て
実
質
的
に
郵
便
の
創
業
準
備
・
開

業
を
行
っ
た
。

（
５
）　 

農
商
務
省
駅
逓
局
が
、郵
便
を
含
む
交
通
・
運
輸
・
通
信
に
関
す
る
各
種
決
議
簿
に
よ
り
明

治
元
年
か
ら
明
治
五
年
ま
で
の
決
議
文
書
を
採
録
・
編
集
、明
治
十
五
年
に「
駅
逓
明
鑑
」

と
題
し
て
出
版
し
た
も
の
で
、全
十
一
巻（
十
冊
）に
及
ぶ
。郵
政
資
料
館
と
国
立
公
文
書

館
が
原
本
を
所
蔵
し
て
い
る
。

（
６
）　 

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
交
通
量
が
増
大
し
、
佐
屋
湊
が
土
砂
の
堆
積
等
で
川
船
の
往

来
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
明
治
五
年
新
た
に
前
ヶ
須
（
弥
富
市
）
を
通
る
新
東

海
道
が
定
め
ら
れ
た
。
郵
便
は
、
そ
れ
に
先
行
す
る
形
で
、
明
治
四
年
か
ら
新
東
海
道

路
線
を
郵
便
線
路
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
７
）　 

明
治
四
年
十
一
月
二
十
日
設
置
、
同
年
十
二
月
二
十
日
に
足
羽
県
と
改
称
さ
れ
た
。
現

在
の
福
井
県
は
明
治
十
四
年
二
月
七
日
福
井
を
県
庁
所
在
地
と
し
て
設
置
。

（
８
）　 

明
治
四
年
十
二
月
、
福
井
県
か
ら
「
越
前
国
よ
り
加
賀
、
越
中
、
越
後
の
諸
国
と
、
近

江
国
を
経
て
京
都
・
大
阪
の
二
府
に
達
す
る
信
書
逓
送
を
郵
便
施
行
ま
で
の
間
、
仮
規

則
を
も
っ
て
行
な
い
た
い
。」
と
い
う
申
請
に
添
付
さ
れ
た
福
井
県
に
よ
る
郵
便
の
仮
規

則
。
県
運
営
の
郵
便
に
つ
い
て
は
井
上
卓
朗
「
近
代
郵
便
の
成
立
過
程
―
公
用
通
信
イ

ン
フ
ラ
に
よ
る
郵
便
ネ
ッ
ト
ー
ク
の
形
成
―
」（『
郵
政
資
料
館
研
究
紀
要
』
第
二
号

〈
二
〇
一
一
〉）
参
照
。

（
９
）　 『
国
史
大
辞
典 

第
八
巻
』
一
九
二
頁
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
）」、
石
井
寛
治
『
大

系
日
本
の
歴
史
十
二　

開
国
と
維
新
』
二
六
三
頁
（
小
学
館
、
一
九
八
九
））
参
照
。

（
10
）　 ｢

正
院
ノ
称
及
正
権
大
少
史
主
事
法
制
官
以
下
並
出
仕
御
用
掛
廃
止｣

（
太
政
官
第
一
〇

号
達
、
明
治
一
〇
年
一
月
十
八
日
）　

（
11
）　 ｢

各
省
中
諸
寮
ヲ
廃
シ
局
ヲ
設
ケ
シ
ム｣

（
太
政
官
第
三
号
達
、
明
治
十
年
一
月
十
一
日
）

（
12
）　 ｢

駅
逓
寮
分
化｣

（
明
治
五
年
四
月
）
内
閣
記
録
局
編
『
法
規
分
類
大
全
』
官
職
門
一
一

官
制
八
九
六
頁

（
13
）　 ｢

駅
逓
寮
ノ
分
課
ヲ
改
正
ス｣

（
明
治
六
年
一
月
）
内
閣
記
録
局
編
『
法
規
分
類
大
全
』

官
職
門
一
一
官
制
九
〇
一
頁

（
14
）　 

井
上
卓
朗
「
郵
政
資
料
館
所
蔵
資
料
概
要
」（『
郵
政
資
料
館
研
究
紀
要
』
創
刊
号

〈
二
〇
一
〇
〉）
参
照
。

（
15
）　 

大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
特
別
研
究
員

（
16
）　 

郵
便
決
議
簿
の
翻
刻
は
元
逓
信
博
物
館
職
員
比
企
野
一
郎
に
よ
る
判
読
写
本
の
ほ
か
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
講
師
桜
井
克
己
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
今
回
の
田
原
啓
祐
に
よ
る
翻
刻
は

桜
井
版
を
参
考
に
行
っ
て
い
る
。

（
い
の
う
え　

た
く
ろ
う　

日
本
郵
政
株
式
会
社
郵
政
資
料
館　

資
料
専
門
員
）
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